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Abstract
Thispaperservesasamemorandumofaninvestigationintoanumberofvillagesinnorthern
China.ThemainresearchersatthetimewereMasaoUchiyama,SaiichiBenno,JianminQi,Hiroshi
Tanaka,ThtsuyaKoizumi,JunLu,andTbmohiroKanno.
WeconductedourinvestigationsbyinterviewingresidentsinvillagesinthreeChineseprovincesin
September2016.Firstlyjweinterviewedtheproducersoftobaccocigaretteleafinavillagenear
KunmingCityinYunnanProvince.Secondly>weinterviewedpeopleinamodelvillageinRCountyin
HebeiProvince.Thirdly>wevisitedthreevillagesinLCountyjShanxiProvince.Twomodelvillages
amongthemusedtobeverypoor.
Apart廿omthesevillages,wealsovisitedtheYUnnanUniversityjtheoldtowns,themuseums,the
memorialhalls,QingDynastytombs,andvillageofficesinYunnanandHebeiprovinces.
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I.はじめに
河北省と山西省の農村については，これまでに10
年近くにわたって数多くの訪問聞き取り調査を行っ
てきたが（弁納,2008,2010,2011a,2011b,2011c,
2012a,2012b,2013,2015a,2015b,2016c,2016),
今回は華北の農村に加えて雲南省の農村においても
聞き取り調査を行うことができた。
今回の中国訪問の日程（2016年9月7日（水）～21
日（水）の14泊15日）は，以下のとおりである。す
なわち，9月7日（水），弁納才一・古泉達矢・盧珸・
桃国軍の4人が小松空港から羽田空港に移動して羽
田空港近くのホテルに前泊し（同じホテルで内山雅
生・田中比呂志・菅野智博らと合流)，翌8日（木）
朝，羽田空港から北京空港を経由して雲南省昆明市
に移動し，昆明市内のホテルへの到着は真夜中と
なった。9日（金）午前，雲南大学と雲南陸軍講武堂
歴史博物館を参観し，午後は雲南博物館と官渡古鎮
を参観した。10日(jz),昆明市の隣に位置する楚雄
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市の｢舞人古鎮｣の近くのレストランで昼食をとり，
午後は同市のZ鎮D村を訪問し，同村民に話を聞いた。
ll日（日),飛行機で昆明(MU5713,8:30)から北
京(11:50)へ移動し，マイクロバスで北京の飛行場
から河北省保定市に移動した。12日（月）は河北省
易県の清西陵（清朝雍正帝の陵墓である泰陵と清末
光緒帝の陵墓である崇陵）を参観し，翌13日（火）
は河北省曲陽県の北岳廟と河北省順平県の腰山王氏
荘園を参観した。14日（水）は河北省R県W鎮W村
の欣長鎖記念館を訪問し，同館長の歌満圃（歌長鎖
の孫）に話を聞いた。15日（木),高速鉄道を利用し
て河北省保定市から山西省太原市へ移動し,16日
（金），太原市からL県へ移動し，午後は「新農村」
のJ村において聞き取り調査を行った。l7日（土）は
これまでと同様にH市水利局長のZAG氏に案内して
いただいてY村を訪問し,Y村の社首であるWBHに
話を聞いた。18日（日）午前はG村で聞き取り調査
を行い，午後に太原市へ移動した。19日（月),高速
鉄道で太原市から北京市へ移動し,21日（水）早朝
に北京国際空港を出発して帰国した。
今回の中国農村への訪問調査では，全日程に参加
したのは，内山雅生・弁納才一・祁建民・田中比呂
志・慮珸の5人であり，その他に，古泉達矢が雲南省
昆明市のみに参加し，また，菅野智博が河北省保定
市まで参加し，さらに，今回初めて，呼世崎（北京
語言大学大学院修士課程,2015年9月から2016年8月
まで金沢大学が交換留学生として受け入れた）が保
定市のみに参加したのに加えて，桃国軍（金沢大学
大学院修士課程）と席金花（東京学芸大学大学院修
士課程）が保定市から参加した。
なお，本稿では，前稿までと同様に，主に煩雑さ
を避けるために，原則として常用漢字と算用数字を
用いるとともに,敬称を省略することにした｡また，
プライバシーの保護の観点から，訪問した農村にお
ける聞き取り調査にかかわる人名・地名・固有名詞
などを伏せることにした。
Ⅱ、農村聞き取り調査
1）雲南省楚雄市Z鎮D村
雲南省楚雄市は，昆明市に隣接する都市で（昆明
市から自動車で約1時間半を要す)，少数民族の葬族
が多く居住する地域である。
今回は，9月10日(J=:),雲南省昆明市の出身であ
る盧珸（金沢大学大学院生）の親戚や縁者のってな
どを頼って昆明市に隣接する楚雄市の農村を訪問し，
以下の3つのグループ(①弁納才一・古泉達矢･盧珸，
②田中比呂志・菅野智博，③内山雅生・祁建民）に
分かれてそれぞれ農家を訪問して話しを聞いた。
以下に，筆者が聞き取り調査を行った内容につい
て記載したい。なお，その他のグループが聞き取り
調査を行った内容については，それぞれ田中比呂志
と祁建民がまとめることになっている（田中,2018;
祁・内山,2016)。
D村の概況
･2016年9月現在，本村の総人口は500人余りで，総
戸数は133戸で，本村は1組と2組の2つに分かれて
いる。また，本村全体で約500畝の土地のうち，水
田（水稲作地）が100畝余りあり，一方，畑には主
に葉煙草（300畝余り）を栽培し，その他に，豆や
玉蜀黍も植えている。なお，自分の家で植えたも
のを主食としているが，一昨年は雪が降り，被災
したので，食べるものを買った。
・農作業に従事する以外に,福建省･広東省広州市・
上海市などに出稼ぎに出たり，牛や羊を転売（山
間部で牛や羊を買い集めて回族のレストランに売
る）したりして生計を立てている者もいる。
聞き取り日時:2016年9月10日(士）
聞き取り場:YGY宅
聞き取り対象者:YGY(図l)
聞き手：弁納才一・古泉達矢・盧珸
図1独特のパイプで煙草を吸うYGY(中央).
Fig.1YGYsmokingbyauniguepipe.
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通訳・記録：慮珸
まとめ・整理：弁納才一
筆者らが訪問した葉煙草栽培農家のYGY宅では
ちょうど葉煙草の収穫を終えて乾燥させたものを出
荷する作業中だった。
家族
・父(YZL)は本村人で，すでに死去している。ま
た，母(LCF)はY鎮Q村（本村から約7km離れて
いる）の出身で，すでに死去している。
・兄弟姉妹は全部で4人で，兄(YGQ,数え年で64
歳）の妻(LMX,子年生まれ，数え年で56歳）は
Y鎮W村の出身で,その他に,姉(YGZ)と弟(YGJ,
戌年生まれ，47歳）がいる。
YGYの個人史
･1959年(1955年？）6月21日に生まれ（旧暦，数え
年で57歳？未年生まれ),21歳の時に「養魚」を始
め，5年間，「大観填(2016年9月現在もこの「填」
（ダム）はある)」で養魚を続けた。
・30歳になってから，黒竜江・長春・延安・内モン
ゴル・福州など20省でそれぞれ1年から1年半ほど
出稼ぎに出た。
･3年前に本村に戻り，葉煙草と胡桃を栽培するよう
になった｡なお,胡桃の木はl.2万元を投資して300
本余り植えた。一般的に，胡桃は植えてから12年
目になってようやく収益を上げることができる。
2016年9月現在,胡桃畑には自分で水を汲んで灌概
しているが,以前は人を雇って灌概をしてもらい，
水は山の上の「水庫」（ダム，貯水池）から運んで
いた。
三年困難時期
・本村では，三年困難時期(1959～61年）に餓死者
は1人もいなかったし,村外から物乞いにやってく
る者もいなかった。
．（筆者注：調整政策期に？）自留地で植えた粟やカ
ボチャを食べた。また,1人当たり1日の食料は「4
公両」だった。
葉煙草栽培
･2016年9月現在,3畝の土地に葉煙草を栽培してい
る。ただし，この3畝の土地は全て借地で,1畝当
たりの年間レンタル料は300元である。一般的に，
葉煙草は4月に植えて7月に収種し,1畝当たりの生
産コストが約2,000元かかるが,約6,000元の収益が
上がる。
・葉煙草の栽培はやや手間暇がかかり，あまりもう
からない。害虫が大量に発生すると，農薬を散布
しなければならず,l畝当たりの農薬代は化学肥料
の費用を加えて約800元となる。
．かつて畑に薄い膜をかぶせて灌概を行っていた時
は，自分1人では手が回らず，2人の「小工（筆者
注：農業労働者の短工・日工か？)」を3～4日雇わ
なければならなかった。この「小工」は付近の農
村からやって来ており，「小工」に対しては,l日
80元の手間賃を支払った上に，食事も提供しなけ
ればならなかった｡一方,灌概をする時，「車(？)」
を借りて水を運んでいた。まず，「水庫（ダム，貯
水池)」から水を汲んで｢水車」に容れ,1台の「車」
で大体4トンの水を積むことができ,水を汲むのに
デイーゼル油を使うが,4トンの水を汲むのに4～s
元の油（燃料）代がかかった。その他に，「車」の
レンタル料が150元かかった。また，ダムから水を
運んできた後は，主に人力で水をまいている。5
月は1日おきに水をまかなければならない。
･葉煙草は，「営業」ステーションで「統一収購」さ
れ,以下のように，「分級収購｣が行われる(図2)。
すなわち,2016年9月現在におけるlkg当たりの買
付価格は,l級が43元,2級が38元,3級が33元,4
級が29級,それ以下が6.4元となっている。ただし，
もし「営業」ステーションで働いている人（職員）
図2等級別葉煙草の分類作業．
Fig.2Classificationofcigaretteleaf
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と知り合いであれば，等級を少し高くすることが
できる。例えば,3級の葉タバコを1級や2級と判定
することができる。
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2）河北省R県W鎮W村
本村では，1950年代以降に農業の「社会主義改造」
（社会主義化)を指導した歌長鎖の功績を称える(大
躍進政策期を礼賛する）ために，近年，歌長鎖記念
館（図3，4，入館料無料）が建設され，習近平政権
下において模範村となっている。だが，我々が事前
の照会なしに訪問した9月14日（水）には，同記念館
は施錠されており,我々9人以外には全く参観者はい
なかったことから，おそらく普段は全く訪問・参観
する者がいないと思われる。しかも,2016年9月現在，
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図5説明をする耽満園（左側）
Fig.5GengMan-dunexplainingaboutGengChang-
suoMemorialHall.
同館長を務めている歌満国（歌長鎖の孫）氏の話は
あまり要領を得ず，同氏が本村の書記を務めていた
時期における同村の状況についても記憶が非常に暖
昧だった。
聞き取り日時：2016年9月14日(水)l化40～12:40
聞き取り場所：歌長鎖記念館2階会議室
聞き取り対象者：歌満圃（図5）
聞き手：内山雅生・弁納才一・祁建民・田中比呂志
盧珸・菅野智博・眺国軍・席金花
通訳：祁建民
まとめ・整理：弁納才一謹謹牽媒I嚢1
図3敗長鎖記念館
Fi9.3GengChang-suoMemorialHall W村の概況
･本村は,R県城から25里離れているが，村外で「打
工」（主に建築業や工場で臨時工として働いてい
る）をしている者が多く，県城へバイクなどで通
勤する者も多い。また,2016年現在，本村におけ
る学歴については，中学校と高校を卒業する者が
ほぼ半分ずつおり，さらに，大学や専門学校に進
学する者もいる。
･1949年以前は「五穀」を栽培していたが,1983年
に請け負い生産が始まり,2016年現在は，主にビ
ニールハウスで蔬菜・葡萄などを栽培しており，
村外から人が買付にやってくる。
･本村で最も人口が多かった時には3,000人余りいた
が,2016現在は3,000人未満となっている。
･1996年，本村でも大洪水が発生した。
･解放前，隣接するZ村（天主堂あり）では5日ごと
図4取長鎖記念館前の耽長鎖寸像
Fig､4ThestatueofGengChanfThest Chang-suoinfront
ofGengChang-suoMemorialHall.
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（|日暦の1日，6日,11日,16日,21日,26日）に
「程集」（定期市）が開かれていたという。一方，
本村では,1993年頃から，新たに5日ごと(4日,9
日，14日,19日,24日,29日）に「遅集」（定期市）
が開かれるようになった。また，豊作の年には廟
会も開催されていたという。
歌満圃の個人史
･2016年9月現在,歌長鎖記念館の館長を務めており，
69才（1948年生まれ）で，歌長鎖の孫（歌長鎖の
娘の子供）である。なお，祖父の歌長鎖(1900~
85年）は「全国労働模範」となっている。
．W村小学校で6年間学んだ。1983～96年，本村の書
記を務め,1996年から60才に定年退職するまでW
鎮人民代表大会主任を務めた。
3）山西省L県J鎮N社区J村
本村は，山西省内におけるモデル農村（｢模範農
村｣）として著名であり，同地域の出身である毛来霊
氏の尽力により，今回，初めて訪問聞き取り調査を
行うことができた。そして，2016年9月現在，同村長
であるCZSに本村の概況などを聞くことができたが，
話が終わった後に，やたらに林檎（かっての農地で
栽培しているからであろう）を食べるように勧めら
れた。
聞き取り日時：2016年9月16日(金)15:00～16:10
聞き取り場所:J村社会服務管理中心2階会議室
聞き取り対象者:CZS
聞き手：内山雅生・弁納才一・祁建民・田中比呂志・
盧珸・桃国軍・席金花
通訳：毛来霊
整理：弁納才一
CZSの個人史
・丑年生まれで，1966年に小学校を卒業した後，本
村で｢林業」（主に林檎などの果樹栽培である）に
従事した。2016年9月現在，66歳になった。
･1988年に村長になってから,2016年9月現在に至る
までの34年間，本村で書記を務めてきた。
J村の概況
・本村は，もともとL県北部の山間部にあったが，
数年前に現在の場所に本村がまるごと転居してき
た。1979年の改革開放路線が採用される以前まで
はとても貧しく，食用作物はl畝当たり約350kgの
収穫しかなく，やや食糧が不足していた。また，
交通の便も悪かった。
･2016年9月現在，本村の人口は約600人で，約200
世帯が暮らしている。1戸当たり約3人（例えば夫
婦と子供1人）ということになる。
・本村では，改革開放後，穀物生産から果樹栽培へ
転換し,1978年から約20年間で果樹栽培は約1,200
畝にまで拡大した。1戸当たり2畝の士地に林檎・
梨・胡桃などを植えている。胡桃の栽培は作業が
比較的に楽なので老人が多い。
･1991～99年，林業や畜産業（主に馬の飼育）が発
展し，「林業の模範村」に指定され,2011年には全
国の「労働模範」に指定された。
･1990年代，石炭工場が設立された。2016年現在，
本村の炭坑は山西省炭坑局に統合されて，本村が
株を所有している。
･1996年に「全国造林緑化千佳村」に指定され,1998
年には山西省政府によって「省級文明村」に指定
された。
・本村の移住は2008年から始まり，2009年には完成
し,2010年から本村の生活居住区は都市化し，村
と街が一体化して村民の多くが都市部の第三次産
業に従事するようになった。一方，農地（果樹栽
培，樹林）は約1,300畝あり，泰星林建公司が経営
を行っており，機械化が進んだために，2人で耕作
が可能となっているが，依然として約3,600畝もの
土地が荒れ地となっている。
･本村における1戸当たりの収入は,2010年には約10
万元になっていたが，最近は石炭の売れ行きが悪
くなって約8,000元にまで低下している。このよう
に，近年，本村の経済はあまりよくない。
・泰星林建公司で働いている労働者は26人で，その
大部分が本村人で,労働者の賃金は,女性が60元，
男性が80元で，老人が多い（老後の年金が少ない
ため)｡60歳になると村から｢養老年金｣をもらい，
80歳以上になると,国から月額130元の｢養老保険」
がもらえる。
･2016年9月現在,本村における住宅の不動産価格は，
lm2当たり平均約1,300元だが,1階が1,200元,2
階が1,300元，3階と4階が1,420元,5階が1,200元，
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I図6CHQ.
Fig.6CHQ
6階が960元（エレベーターがないので最上階が最
も安い）となっている。
現村長のCZSから話しを聞いた後に,以下の3つの
グループ（①内山雅生・祁建民，②弁納才一・毛来
霊・桃国軍，③田中比呂志・席金花）に分かれて，
本村の老人から話しを聞くことができた。
聞き取り日時:2016年9月16日(金)16:15～l7:15
聞き取り場所:J村社会服務管理中心2階会議室
聞き取り対象者:CHQ(図6)
聞き手：弁納才一・毛来霊・眺国軍
通訳：毛来霊
まとめ・整理：弁納才一
CHQの家族
・父(CJW)は農民で，土地改革の時は「下層中農」
と階級区分された。また，母(LXM)はJ県D村の
出身だった。なお，かつて本村には3戸の地主がい
た。
・妻(XJM,未年生まれ）は,Z村（本村から2～3
「里」離れている農村）の出身で,17年前に亡く
なった。
・子供は，長女(CSP,丑年生まれ）がJ県C村のLXZ
に嫁し，次女(CAP,卯年生まれ）がJ鎮のTWC
に嫁し，長男(czQ,巳年生まれ）の妻(YHP)
がH村の出身で，三女(CRP,酉年生まれ）がJ県
X村のRXDに嫁し，次男(CZJ,亥年生まれ）の妻
(LJP)がL村の出身である。
･2016年9月現在，孫が5人おり，さらに，外孫が7
人いる。
CHQの個人史
・小学校では3年間しか勉強していない。
・22才の時，本村人のCCF(私より7～8才年上）と
ともに，本村民委員会の推薦を受けて「副業工」
として両渡鉱の扮西鉱務局に派遣されたが，最初
の4年間は5級の｢合同工」（見習い工)として働き，
その後の4年間は6級の｢正式工」（正式の労働者と
して都市戸籍となり，「城市市民糧食供応証」に
よって「糧票」をもらった）として働いた。毎月
の給料は180元(40元の食堂での食費を含む）で，
休暇（毎週1日）の時に約lOkmの道のりをl～2時
間かけて歩いて本村に帰ってきて，両親・弟・妻
などに100元（このうち妻には60元）を手渡した。
･同炭坑の宿舎では,1部屋に6～7人が居住していた。
25才の時，結婚したが，妻を本村に残して単身赴
任を続けた。なお，同炭坑では，ガス爆発などの
事故が起こり，死者が出たこともあった。
･1962年，炭坑では食糧が不足がちになったので，
炭坑から逃げるようにして本村に戻ってきた。本
村のほうが食糧事情は良かった。当時は，主に玉
蜀黍・高梁・粟などが主食で，ジャガイモ・白菜
なども食べた｡なお,1959～61年の三年困難期に，
本村で餓死者が出たという話は聞いたことがない。
･1962～64年，本村で羊を飼育した。その後，人民
公社の炭坑で技術者として7年間働いた｡生産隊か
ら1日に14傍の「工扮」（労働点数）をもらい，人
民公社の炭坑からは毎月0.7元もらった。そして，
1971年から，村の炭坑で働いた。毎月の給料は70
元にすぎなかった。
･1978年から3年間，村民委員会と契約を交わし，本
村の炭坑をCTS(会計,書記のCZSの兄)･CRJ(｢鉱
長｣，後に経済犯として陽泉の刑務所に収監）との
3人で「承包」（請負）した。
･17年前に妻に先立たれ,その後,70m2の部屋で2016
年9月現在まで1人暮らしをしている。
4）山西省Y村
これまでと同様に,H市水利局長のZAG氏に案内
していただき,Y村のWBHを訪ねると，自分たちが
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作っているという林檎や棗を食べるように勧められ，
途中からはHJH氏(71歳）もやって来て,2人に話し
を聞くことができた。
聞き取り日時:2016年9月17日(土)10:00～ll:00,11:35
~12:10
聞き取り場所:Y村WBH宅
聞き取り対象者:WBH・HJH
聞き手：内山雅生・弁納才一・祁建民・田中比呂志・
盧珸・桃国軍・席金花
通訳：祁建民
まとめ・整理：弁納才一
Y村の概況
．Y村の取水は4日間で,2016年春，大祭と小祭には
それぞれ60～70戸(70～80人）が参加し，その費
用は1.1万元で，そのうちWBH氏が5,000元を支払
い,水路のメンテナンスなどに使用した｡今年は，
「看戯」（晋劇の上演）はなかった。
．C社(GD村・Qx村）の取水は8日間だが，最近，
5～6つの機械井戸ができた。Qx村（？）は「H県
試験村」になった。Qx村の現村長はZBBである。
・本村では1981年に土地の再分配が行われた。
･2015年は，林檎の販売価格が低く(1斤当たり2.5
元)，損失が出てしまったので,林檎の保冷庫を造
ることが出来なかった。2016年9月現在，本村には
30戸の林檎を栽培する農家がいる。林檎の農園の
除草やトマトの収穫には手間がかかる。これを機
械化すると，1台約100元かかる。
．かつての小麦の栽培から,2016年現在，トマト・
葱などの蔬菜類や林檎などの栽培へ転作が拡大し
ている。また，穀物類では小麦よりも玉蜀黍の栽
培が盛んであり，食糧の小麦は山西省南部の運城
市や河南省から移入している。というのも,2016
年現在,小麦と玉蜀黍を比較すると，1斤当たりの
販売価格は，小麦が1.2～1.3元で，玉蜀黍の0.8元
より高いが,1畝当たりの収穫量は，小麦が400~
500斤なのに対して，玉蜀黍は1,600～1,700斤と大
幅に上回っているからである。
・家畜や家禽については，豚を飼育する家が2～3戸
（1戸当たり70～80匹）あり，また，鶏を飼育する
家は2戸(1戸当たり約2,000羽）ある。なお，その
他に，羊を飼育している家もある。
･2016年現在，本村のそれぞれの家には20m3の貯水
池があり，生活用水として利用している。
･出稼ぎに出る若者は少ない。近年，人口と戸数は
微増している。本村が四社五村の中で中心的な村
であるため，周辺の村から移住する者もいる。ま
た，子供を本村の学校に通学させる家もいる。
なお，水利や「大祭・小祭」に関する詳細につい
ては，祁建民によるまとめ・整理を参照されたい
（祁・内山,2016)。
C社(QD・Qx)
QD村とQX村を分ける川に掛かる橋（｢土橋｣）の
近くに最近できたと思われる小さなレストランの従
業員にどこから来たのかと聞かれたが，答えずにい
ると，さらに，山西省運城市から来たのかと聞かれ
た。最近，この辺りには運城市からやってくる人間
が増えているということだろうか。
また，その「士橋」の手前の道路上において，た
またまQD村の現幹部と立ち話しをすることになっ
た。
聞き取り日時:2016年9月17年(土)午後
聞き取り場所:QD村の路上
聞き取り対象者:L(QD村長）・M(QD副村長）
聞き手：内山雅生・弁納才一・祁建民
通訳：祁建民
QD村の概況
･本村の夏作物は玉蜀黍で,冬作物は小麦であるが，
近年，夏作物としてのトマトの栽培が年々拡大し
ており，販売額も増加し続けている。そして，ト
マトは村外から買付に来ている。
･QD村からQx村へ行く途中の橋（｢土橋｣）の手前
には，間もなく「農貿市場」（農産物交易市場）を
建設する予定であるという。現場にはすでに土砂
が運び込まれており，拡張工事が始まっていたよ
うに見えた。
5）山西省L県G村
2016年現在の村の書記長(LYJ)は会計のLZZの孫
であり,LZZの長男(LFW)の息子である。
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聞き取り日時：2016年9月18日(日)9:40～11:40
聞き取り場所:G村村民委員会2階会議室
聞き取り対象者:LFH
聞き手：弁納才一・毛来霊・桃国軍
通訳：毛来霊
まとめ・整理：弁納才一
当該聞き取り対象者のLFH氏については,2年前の
2014年8月にも毛来霊氏とともに話しを聞いている
（弁納,2015a,159-162)ことを毛来霊氏に指摘さ
れて気付かされた。
LFHの家族
・両親のことは，ほとんど覚えていない。母は自分
が10才頃に亡くなり，父は病気がちだった。
・妻(YYL)は,D村（本村から20里離れている農
村）の出身で，自分より7才年下で,2016年旧暦の
正月に死去（享年90才）した。
・子供は一男四女であるが，子供に関する記憶は不
明瞭である。長女(LRZ,67才,1947年？・寅年？
生まれ)はW村のZXZ(農民)に嫁した｡長男(LWW,
65才，辰年生まれ）の妻(GYZ)はS村の出身で
ある。次女(LSZ,60～61才？）は,N鎮のWLS
（退職軍人）に嫁し，現在もL県の製鉄所に勤務
している。三女(LYZ,50才代初頭）はZ村のHWZ
に嫁し,2016年9月現在も労働者として働いている。
四女(LXZ,50才代初頭）はL県のHJB(｢工商所」
に勤務）に嫁し,2016年現在，自営業（？）に従
事している。
LFHの個人史
･2016年9月現在，数え年で97才(1920年・申年生ま
れ）になった。本村内では最高齢者である。
・我が家は貧しかったので，小学校に通うことがで
きず，子供の頃から農作業を手伝っていた。
・抗日戦争時期(10歳代),本村を占領していた日本
軍（一小隊か）のために食事を作る調理補助を1
年間やった。当時の村長の命令（汪精衛政権下の
「維持会」からの「公差｣）で出勤することになっ
た（三食付きだったが，手当・給与はなかった)。
毎日，夜明けに出勤し，夕食後，後片付けを終え
て帰宅した。
･日本人のコックに炊飯の仕方を教えてもらった(筆
者注：それまでほとんど米を食べたことがなかっ
たのであろうか)。ただし，米はインディカ種米
だった。そして，大体は，炊いたご飯に魚や牛肉
の缶詰をおかずにして食べていた。「牛肉妙麺｣が
美味しかった。また，米や缶詰を貯蔵する倉庫の
管理も任されていた｡ただし,配給された米は徐々
に品質が低下していったように感じた。
・自分と同じくらいの年齢だった18～19歳頃の日本
兵同士が練習で相撲をとっていたが，自分も彼ら
と相撲をとらされた。
．若い日本兵の中には家族のことを思い出して泣い
ている者もいた。日本兵にびんた(｢SANBm」と
いう発音）をくらったことがある。
｡「プロ（風呂)」という日本語を憶えている。すな
わち，日本兵が風呂に入る順番は小隊長･上等兵・
一般兵の順番だった。だが，軍歴8年の上等兵が軍
歴4年の小隊長を殴ったことがあった。
･屹針原で日本軍と八路軍の戦闘があり，その日の
夜に日本兵が水を飲みたいというので，本村の井
戸水を担いで日本兵に持って行ったところ，日本
兵は私に「まずお前が飲んでみろ」と言ったが(筆
者注：毒を盛っているのではないか警戒していた
のだろう)，冷たい水は飲みたくないと言うと，銃
を突きつけられたという。だが，そこに居合わせ
ていた鉄道の「警長」の王さん（中国「東北」部
の出身で日本語ができた）がその場を取りなして
くれて事なきを得た。ただし，その後，出勤する
のが怖くなったので，代わりに本村のLFT(会計
のLZZの親戚）が出勤するようになった。
Ⅲ訪問地
1）雲南省
9月8日（木），羽田空港(NH961,9:25)から北京
空港(12:20)へ飛び，そのまま北京空港(MU5712,
16:20)を出発して，昆明空港(19:55)に到着した。
翌9月9日（金）午前中はまず雲南大学を訪問し，
同大学構内にある雲南貢院（清朝時期までの科挙の
試験会場）などを参観した後，翠湖の側を徒歩で通
過し,雲南陸軍講武堂歴史博物館を参観した｡また，
昼食は昆明市内で最も有名な江氏兄弟橋香園過橋米
線旗艦店で雲南省名物の過橋米線（スープ入りの
ビーフン）を食べた。そして，午後は雲南博物館と
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官渡古鎮(多くの商店・露店の他に法定寺・士主廟・
妙湛寺金剛塔・官渡少林寺などがあった）を参観し
た。なお，近年，中国各地で造成されている「古鎮」
（弁納,2015c,187-188)!)とは日本で言うかつての
「門前町」のような商店街を復興させて古い店舗な
どを増改築したようなものである。
9月10日（土),7:30に昆明市のホテルを出発し，
車で1時間半余りかけて楚雄市に移動し,観光地とし
て多くの商店が軒を連ねる「舞人古鎮」（図7）を散
策し，昼食はその近くの山菜料理で有名な「山菜王
国」（図8）というレストランで雲南料理とりわけ山
菜・きのこ料理を食べた。
そして，同日夕方には，前近代の商人グループの
「石屏会館」を改装したレストランで雲南省昆明市
出身の盧珸（金沢大学人間社会環境研究科の大学院
生）の紹介によって雲南大学西南環境史研究所の所
長兼教授を務める周涼女史及び3人の同大学院生と
意見交換をしながら，会食をした。
2）河北省
今回，保定市に滞在した9月ll日～14日(15日朝に
山西省へ移動）は，それまで聞き取り調査を行って
きた王各荘を訪問することができなかった。
12日（月),河北大学側に案内していただいて，易
県の清西陵（図9）にある清朝雍正帝の陵墓である泰
陵と清朝光緒帝の陵墓である崇陵（図10)を参観し
た。最近，清西陵は観光地として整理されたばかり
（あるいは整備中）だったが，我々以外には観光客
がほとんどいなかった。しかも，その敷地は無意味
なほど広大で，当日のように蒸し暑い時期に参観す
るにはかなり体力を消耗する。
また，翌13日（火）も，河北大学側に案内してい
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ただいて，午前中は曲陽県（｢岩石の町」を売り物に
していた）の北岳廟を参観したが，その由来などに
関する説明をするものが全くなく，建物の大きさと
敷地の広さだけが自慢であるという印象を受けた。
なお，易県の清西陵や曲陽県の北岳廟では，その
敷地の広大さとは裏腹に，結果的に見るべきものを
あまり見出すことはできなかったが，注意書きのプ
レートに記載している日本語には奇妙なものが多
かった。
3）山西省
山西省では,我々は3つのグループに分かれて，今
回初めて訪問したJ村の他に，完成したばかりのG村
村民委員会の建物内で数名の老人たちに話を聞くこ
とができた。
Ⅳ．おわりに
今回は，河北省保定市W村では全く聞き取り調査
を行うことができなかったが（河北大学側の説明に
よると，日中関係が悪化している現状を考慮したと
いう),雲南省の農村において初めて聞き取り調査を
実施することができた上に，山西省ではこれまで一
貫して聞き取り調査を行ってきたY村とG村に加え
て,今回は新たにJ村において聞き取り調査を実施す
ることができた。J村は，習近平政権下で建設された
「新農村」（モデル村)であるが，我々の主要な関心
事は新農村が建設される前の状況を知ることにある
ので，当該農村の老人の話は興味深く，かつ意味の
ある内容だった。
河北省のW村と山西省のJ村はともに「新農村」で
あり，数年前までは非常に貧しい村だった。
以上のように，今回も山西省内の農村において継
続的に聞き取り調査を実施することができたのは，
元山西大学教員の毛来霊氏による全面的なご協力と
ご支援の賜物であるとともに，現地の幹部や村民な
どとの個人的な信頼関係が構築されてきたためであ
ると思われる。
注
')江蘇省無錫市の栄巷古鎮について記載した部分を参照
されたい。
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